
IEAが世界石油需要見通しを引き上げ
NY原油先物相場は、1バレル=74ドル台前半まで切り返す展開になった。短期的な下げ過ぎ感が強く

なっていたこと、国際エネルギー機関（IEA）が世界石油需要見通しを引き上げたことで安値修正の動

きが強まり、一時77.77ドルまで切り返した。ただ、週末にかけては改めて世界経済の減速懸念を織り

込む動きも見られ、上げ幅を削っている。米エネルギー省（DOE）は12月16日、戦略石油備蓄

（SPR）向けの買い付けを300万バレル規模で開始すると発表した。

需要リスクの評価に揺れ動く展開が続いている。世界各国の中央銀行が利上げ対応を進めていることで、

2023年の世界経済の減速、更にはリセッション（景気後退）入りのリスクが警戒されていることはネ

ガティブ。世界的に株価が不安定化しており、原油相場の上値も抑えられている。ただ、IEAが12月14

日発表の月報で、世界石油需要見通しを22年で日量14万バレル、23年で10万バレル引き上げたことで、

逆に値ごろ買いを入れる動きもみられ、前週比で3.27ドル高となった。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（12月9日時点）は、原油が前週比1,023万バレル増、ガソ

リンが450万バレル増、石油精製品が136万バレル増となった。
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【現状確認】

60

70

80

90

100

110

120

130

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

2022/06 2022/07 2022/08 2022/09 2022/10 2022/11 2022/12

原油ETFリセット付証拠金取引

（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成

（円）

（注）青線はWTI原油（右軸）

（ドル/バレル）



原油ETF証拠金取引WEEKLY REPORT

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

景気減速懸念の上値圧迫続くも、需要見通し改善で下げ渋る展開
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【展望】

需要環境に対する不信感の後退を受けて、下値は固まる方向

性になる。世界経済の減速懸念が上値を圧迫する展開は続く

が、IEAが良好な石油需要環境・見通しを示したことで、必

ずしも原油需給が緩和する訳ではないとの見方が強くなって

いる。当面は供給過剰状態が続く見通しだが、2023年の需給

ひっ迫、価格上昇リスクが下値を支えることになる。クリス

マス休暇に向けて、このまま現行価格水準で上昇余地と下落

余地がともに限られたボックス気味の展開になり易い。

IEAは世界石油需要見通しについて前年比で、2022年の日量

230万バレル増に対して23年は170万バレル増との見通しを

示している。先進国は景気減速で需要が抑制されるが、中国

経済再開などの影響で、世界全体としては力強い需要拡大が

見込まれている。23年4～6月期には需給バランスがほぼ均衡

化し、年後半には供給不足化が進むことで、価格上昇の可能

性が排除できないと報告されている。マクロ需給環境に対す

る信頼感が取り戻されていることはポジティブ。

直ちに需給がひっ迫化する訳ではないため、株式市場で景気

リスクの織り込みが活発化すると、原油相場の上値も圧迫さ

れ易くなる。ただ、大きく値を崩すリスクは徐々に後退して

いる。

また、DOEがSPR向け原油購入の再開を発表したことも強力

なポジティブ材料になる。まだ詳細な計画は明らかにされて

いないが、まずは300万バレルを試験的に購入し、その後の

SPR積み増しを模索することになる。今年は1億8,000万バレ

ルがSPRから放出されたが、今後はSPRが供給要因から需要

要因に転換することになることは新たなサポート要因になろ

う。
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